
近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１６クール日報（３月２０日～３月２６日）
	報告日
天気
	３月２６日（火）
雨
（気温：６度１１度）
	報告者
	兵庫県社協　金田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１６クール：内田、髙﨑、石倉、島田、平野、河田、西川、谷水、松本、金田
関ブロＢ１４クール：諸星、河野、芳賀（神奈川県内社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:20 ボランティア受付
 8:30 朝礼
9:00 全体オリエンテーション
9:10 マッチング開始
9:10 ボランティア受付（第二弾6名程度）
10:25 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
11:30 活動終了
12:00 終了オリエンテーション
 　　 本部で活動者報告受付
15:40 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
希望の丘テニスコート（3日目）

	
	 17:40 終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
20:45 活動終了

	報告事項

	・朝礼にて、悪天候により活動は午前中で打ち切ることに決定との連絡あり。
・受付～全体オリテ、送り出しまでを昨日の反省を踏まえた導線で誘導した。
・ボランティア受付に時間差があったため、全体オリテを２回に分けて実施した。

●VCの状況［V147名（県ボラ32名、テント村70名、ドライバー45名）
現地調査15件（一般　件、現場系　件、キャンセル　件）ニーズ対応22件（うち一般31件、現場系0件(保留4件)　キャンセル5件）］

●マッチング担当
・当初想定よりも多くボランティアの方が参加されたため、ケースを割り振れず、一時的に紹介先が未定の状態となった。すぐに七尾市社協・市に共有し、他班に割り振っていたケースを集め、追加で2グループを編成して割り当てた。車両は本部主導で調整。
・県ボラの個人要請人数について１週間分見通しをたてた一覧表があることが発覚。2FのPCにて確認できるg-mailにて確認が可能。

●資材担当（ボランティア受付担当）
・朝、出勤時にはテント村Vが10名程度到着されていた。受付開始後は、自動ドア付近で当日受付のためにQRコードを読み込んで入力しているボランティアの方が溜まっていた。
・8：40頃に50人程度が受付完了し、1Fが混雑したため。明日受付レイアウトを変更し対応する。
・（受付）全体オリテ開始に間に合わなかった方10名弱を1Fロビーで待機してもらった。
・悪天候により、ビブスが濡れた状態。汚れがひどいものもあったため、手洗いと中干しで対応した。クリーニングを出すことは出来るが、1日かかるためタイミングを計って出すこと。
・資材室のレイアウトを変更したことにより、スムーズに送り出しをできた。
●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター4名、近ブロ2名、丸亀2名、近ブロ応援4名の4班構成で実施。
・七尾市社協より、現調報告関連の事務について相談有。現在は地元ボランティアの方がメインで担ってくださっているが、休んでいただきたい思いもあり、社協で担いたいとのこと。入力作業等を担うことになる。

●仮仮置き場担当
・悪天候により危険であったため、朝一のオリテは一時待機してから始まった。
・現地調査と仮仮に搬入される廃棄物が違う。受付の基準について再度確認が必要。
　→持ち込み不可のものについてアナウンスを徹底する等、認識をすり合わせる必要あり。


	今後の主な予定
	●明日3/27（水)の動き
・金沢大学学生Vが入る予定。


	調整課題・所感等
	・テント村Vの受け入れ２日目であったが、悪天候により活動がAMで終了することになるなど、イレギュラーな対応となった。
・受付の導線を再度修正し、バディコムを活用するなど連携をとりスムーズな導線を確認したい。
・テント村Vの方について、宿泊ではなく日帰りで活動される方もおられるため、受付での確認での問い方を工夫する必要がある。


	その他
	・29日～の仮仮置場設置スケジュールが変更されていたことが判明。以前に近ブロメンバーに共有したとのことだったが、伝達されておらず、マッチング待ちの準備に支障があった。
　七尾市社協との情報共有を改めて徹底するよう確認した。




